
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 本県特産、緑色の卵を産む「アローカナ交雑鶏」の現在の交配組合せは、産卵性、強健性に優れる
が、卵殻色に褐色が強く出過ぎるものがある等の問題を残している。このため、他の組合せを検討して
いるが、青色卵殻鶏がWA系統のみであることにより、組合せが限定され現在の組合せを越えるもの
が見つかっていない。そこで、WA系統と他品種・系統との組合せ試験において卵殻色が、比較的アロ
ーカナ原種のものに近かった名古屋種と交雑した鶏群から新系統の造成を図る。 

［成果内容］ 

1. 三枚冠の遺伝子と青色卵殻の遺伝子が連鎖していることを利用した簡易な後代検定を行うこと
により、WA系統と名古屋種を交雑したＦ１同士の交配により得たＦ２から、青色卵殻遺伝子をホ
モに持つと推定される個体のみを選別し、選抜基礎世代（Ｇ０）とすることができ、卵殻色、産卵
率、初産日齢等を対象形質とした選抜を開始した。（表１）  
 

2. 選抜第５世代（Ｇ５）では、34週齢時の卵殻色が明度がやや明るいのを除き、色相、彩度ともほ
ぼアローカナ原種と同様となった。（表２）  
 

3. 産卵成績は名古屋種に近いものになっており、Ｇ５では初産日齢は１７０日と遅く、産卵率（21～
64週齢）は６５．５％であった。（表３）  

［留意事項］ 

1. 新系統の産卵成績、特に初産日齢はさらなる改良が必要と考える。  
 

2. 交配組合せでは産卵性能の高い系統との組合せが必要と考える。 
 

［普及対象地域］県下全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

部門 養鶏 対象 研究  

課題名青色卵殻鶏新系統の造成 

［要約］青色卵殻鶏WA系統と名古屋種を交雑した鶏群からアローカナ原種の卵殻色により近
い卵殻色の卵を生産する新系統を造成する。これにより青色卵殻鶏は２系統となり、今後新た
な「アローカナ交雑鶏」を作出する交配組合せの幅が広がる。 
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表１ Ｆ１～選抜第５（Ｇ５）世代までの鶏群規模 

 

表２ アローカナ原種と各世代の卵殻色（34週齢時） 

 

表３ 各世代の産卵成績 

 


